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ており、スパイラル突起の本数は 4 本以上、突起高さは 3 ㎜以上が推奨されることを
明らかにしている。 












































ル突起の本数については 4 本以上、突起高さは 3 ㎜以上が推奨されることを示し
た。 
４． 並列配置のケーブルに生じるウェイク振動は、非定常揚力の鉛直速度比例成分に
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